
 

 

令和７年度第２回富津市学校運営協議会（大貫小）会議録（要旨） 

 

○  参加者 

〔委員〕 

加藤 悟（会長） 鈴木 真志（副会長） 藤平 勝正  竹内 弘 

鈴木 秀弘    杉田 玲子      梅原 淳   三木 照恵 

秦野 真紀 

〔職員〕 

佐粧 光一    鈴木 浩一 

〔傍聴者〕４名 

〇 概要 

 (１) 学校教育目標・学校経営方針について 

  ア 事務局から学校運営協議会について説明 

・学校運営協議会の組織、できることを確認。 

  イ 事務局の説明に対する委員の意見は次のとおり。 

   ・第１回にこのような話があるとわかりやすかった。 

   ・学校運営協議会は理想的なもの。学校評議員会とは似て非なるもの。 

  (２) 本校の学校運営協議会の経緯について 

  ア 事務局からこれまでの経緯について説明 

   ・児童の実態や現状を知っていただくことから始まった。 

   ・出された意見を具現化しながら学校経営に生かしてきた。 

  イ 委員から出された意見は次のとおり 

・回数を重ねる中でより深い話し合いができるようになってきた。 

   ・現在の大きな関心事として再配置がある。児童の不安を軽減していけると

よい。 

（３）学校や地域の課題の解決方法について 

  ア 委員から「環境」「安全」「学習」「その他」を柱に、課題やアイデアを

付箋に書いて貼った。 

  イ 貼られた付箋を元に委員から出された意見は次のとおり 

   ・地域の伝統を大事に扱っていってほしい。 

   ・学校側で何でもきまりをつくるのではなく、自治がはたらく社会をつくっ

ていけるとよい。 

   ・不登校にはさまざな要因があり、背景もさまざま。多様な学びを選択しな

がら、孤立化を防ぐ方策をとっていけるとよい。  

 （４）その他 

   ・委員から富津市の有害鳥獣の状況や、講演会の実施についての紹介があっ

た。 


